
町長就任あいさつ
平成25年度施政方針・予算
お知らせ
平成25年度各種健康診断について
常北高等学校最後の卒業式
まごころ通信
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阿久津町政

（コミュニティセンター城里）（コミュニティセンター城里）



議　席 氏　　　名 委　員　会

８　番 飯　村　吉　伊 総務民生常任委員会
いい むら よし い

町
長
就
任
の  

　
ご
あ
い
さ
つ

町
長
就
任
の  

　
ご
あ
い
さ
つ

　２月17日（日）、任期満了に伴う城里町長選挙が行われ、

現職の阿久津藤男氏が再選されました。

　２月27日（水）に初登庁した阿久津町長は玄関前に集ま

った大勢の関係者や町職員に拍手で迎えられ、２期目の

スタートを切りました。
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２
期
目
の
就
任
に
あ
た
り
、
町
民

の
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
信
任

を
賜
り
、
引
き
続
き
２
期
目
の
重
責

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営

に
対
す
る
よ
り
大
き
な
町
民
の
皆
様

の
期
待
で
あ
る
と
重
く
受
け
止
め
る

と
と
も
に
、
人
口
の
減
少
、
少
子
化

の
進
行
、
不
透
明
な
経
済
動
向
な
ど
、

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
で
、
千

年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
大
震
災
か
ら

の
復
興
と
い
う
課
せ
ら
れ
た
使
命
の

大
き
さ
と
重
責
に
あ
ら
た
め
て
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
さ
て
、
基
礎
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
財
源

や
人
材
な
ど
の
限
ら
れ
た
社
会
資
源

を
効
果
的
効
率
的
に
活
用
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
夢
と
希
望
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

至
る
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
時
代
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
町
民
の
皆
様
の
声

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
次
代
に

誇
れ
る
ま
ち
を
創
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
合
併
後
８
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

あ
ら
た
め
て
町
民
の
一
体
感
の
醸
成

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴

史
、
文
化
、
伝
統
を
尊
重
し
、
特
徴

を
生
か
し
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
２
期
目
の
公
約
と
し
て
掲

げ
た
７
つ
の
施
策
を
推
進
し
、
未
来

の
安
心
と
豊
か
さ
を
築
い
て
ま
い
り

ま
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

郷
土
へ
の
誇
り
を
胸
に
、
城
里
町
発

展
の
た
め
町
民
の
皆
様
と
手
を
た
ず

さ
え
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
取
り
組

む
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
城
里
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
久
津
　
藤
男

　２月17日（日）、任期満了に伴う城里町長選挙が行われ、

現職の阿久津藤男氏が再選されました。

　２月27日（水）に初登庁した阿久津町長は玄関前に集ま

った大勢の関係者や町職員に拍手で迎えられ、２期目の

スタートを切りました。

飯村 吉伊 議員

▲就任式であいさつする阿久津町長

　２月17日（日）に行われた議会議員補欠選挙において当選した飯村吉伊議員
の議席及び常任委員会を次のとおりとすることに決定いたしました。

問合せ　議会事務局　　029‐288‐3111（内線301、302）
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2,107千円
39,083千円
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45,927千円
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1,873千円
2,901千円
1,365千円
2,604千円

730千円

 

環
境
対
策
の
推
進

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
等
に
か
か
る
費
用
の
一
部
助
成
を

継
続
し
ま
す
。

●
城
北
地
方
広
域
事
務
組
合
の
解
散

（
平
成
25
年
３
月
31
日
）に
よ
り
町
が

塵
芥
処
理
事
業
・
し
尿
処
理
事
業
を

承
継
し
ま
す
。

 

道
路
交
通
体
系
の
整
備

●
国
道
１
２
３
号
バ
イ
パ
ス
、
並
び

に
接
続
す
る
合
併
支
援
道
路
池
の
内

片
山
線
の
早
期
開
通
に
努
め
ま
す
。

●
老
朽
化
し
た
橋
り
ょ
う
の
長
寿
命

化
対
策
や
耐
震
補
強
な
ど
、
道
路
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
修
繕
と
再
構
築
を
進

め
ま
す
。

●
デ
マ
ン
ド
交
通
「
ふ
れ
あ
い
タ
ク

シ
ー
」
に
よ
り
、
高
齢
者
な
ど
交
通

弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
、
生
活
の

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

上
・
下
水
道
の
整
備

●
安
定
し
た
給
水
の
確
保
と
災
害
に

強
い
水
道
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排

水
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
整
備
地
区

の
整
備
と
早
期
供
用
開
始
を
目
指
し

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

 

住
宅
地
・
住
宅
の
整
備

●
昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
民

間
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
町
営
住
宅
の
維
持
・
管
理
を
専
門

業
者
に
委
託
し
、
き
め
の
細
か
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

 

消
防
・
救
急
体
制
の
強
化
と
防
災
の

 

推
進

●
消
防
団
配
備
の
消
防
ポ
ン
プ
車
１

台
と
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
１
台
の
更

新
や
、
防
火
貯
水
槽
の
修
繕
な
ど
施

設
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

●
今
後
町
で
計
画
す
る「
防
災
訓
練
」

を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、

県
主
催
の「
総
合
防
災
訓
練
」を
自
主

防
災
組
織
や
区
長
会
等
で
視
察
研
修

し
ま
す
。

●
万
が
一
の
災
害
に
備
え
、
非
常
用

物
資
を
計
画
的
に
備
蓄
す
る
と
と
も

に
、
情
報
伝
達
手
段
を
確
保
す
る
た

め
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
ま
す
。

 

防
犯
・
交
通
安
全
対
策
の
推
進

●
交
通
安
全
協
会
、
警
察
な
ど
関
係

機
関
団
体
と
連
携
し
、
交
通
安
全
教

室
や
街
頭
で
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
等
を
通
し
て
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。

●
防
犯
連
絡
員
や
警
察
と
連
携
し
、

防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
パ
ト
ロ
ー
ル

等
を
行
い
、
犯
罪
の
未
然
防
止
に
努

め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
防
犯
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

○地球温暖化防止対策補助
○不法投棄廃棄物処理業務委託
○休廃止鉱山鉱害防止補助
○《新》環境センターごみ収集運搬業務
○《新》環境センター各種委託・維持補修工事
○《新》衛生センター各種委託・維持補修工事
○デマンド交通システム運行補助
○廃止代替バス運行補助
○路線バス運行補助
○道路台帳補正事業
○町道除草事業
○町道側溝清掃事業
○町道維持補修工事
○町道排水整備事業
○町道改良工事
○大桂大橋耐震補強事業
○《新》小規模河川改修事業（樫当川・南行川・西田川）

○都市計画用途地域変更業務委託事業
○合併処理浄化槽設置補助事業
○流域下水道整備事業
○特定環境保全公共下水道整備事業
○農業集落排水維持管理事業
○水道各種受託工事
○水道東京ガス受託工事
○水道取水・導水・浄水・送水施設維持修繕工事
○水道配水施設・給水装置維持修繕及び漏水修繕工事

○水道石綿管更新事業
○水道施設再編事業
○《新》住宅耐震診断・改修等助成事業
○町営住宅維持管理事業
○《新》町営住宅管理業務委託
○《新》町営住宅長寿命化工事施工監理業務委託
○町管理公園維持管理事業
○消防事務委託負担金（水戸市）
○防火水槽等修繕工事
○《新》消防器具置場新設及び解体工事
○消防器具等整備事業
○消防自動車購入事業
○消火栓設置負担金
○非常用保存食品購入事業
○防災行政無線バッテリー交換事業
○防災行政無線保守管理委託事業
○防災行政無線屋外受信機用マスト交換工事
○《新》防災マニュアル作成業務委託
○自主防災組織運営補助金

　平成25年度予算編成は、復興の重要課題である本庁舎の再建を控え、これまで以上に選択と集中を徹底し、
各種消防・防災関連事業をはじめ、教育施設・観光施設の整備など、「元気な城里づくり」の実現へ向けた施
策に重点的に予算配分をしています。また、子育て支援や高齢者の健康づくりなどへも引き続き優先的に予
算を配分し事業を進めてまいります。
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　平成25年度予算編成は、復興の重要課題である本庁舎の再建を控え、これまで以上に選択と集中を徹底し、
各種消防・防災関連事業をはじめ、教育施設・観光施設の整備など、「元気な城里づくり」の実現へ向けた施
策に重点的に予算配分をしています。また、子育て支援や高齢者の健康づくりなどへも引き続き優先的に予
算を配分し事業を進めてまいります。

心
や
す
ら
ぐ
自
然
環
境
の

な
か
で
　
安
全
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

1



40,625千円
1,152千円

930千円
21,659千円
8,000千円
8,316千円

303,229千円
17,704千円
1,158千円

964千円
244,969千円

7,673千円
6,490千円

30,702千円
46,477千円
19,457千円
2,825千円

11,304千円
54,987千円
3,264千円
3,492千円
3,887千円

29,625千円
7,250千円

26,618千円
261,804千円
26,114千円
2,220千円
2,040千円
5,888千円

31,156千円
13,897千円
19,902千円
4,532千円

97,270千円
18,408千円

224,453千円
1,554,722千円

343,160千円
169,528千円
285,238千円
213,083千円

1,589,554千円
9,681千円

572千円
2,960千円

17,283千円
525千円

2,520千円
1,911千円
2,596千円
7,500千円
1,175千円
4,600千円
2,453千円
5,700千円
4,000千円
5,610千円
6,310千円
1,965千円

 

地
域
福
祉
の
充
実

●
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
と
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
成
を
行
い
、
支
え
を

必
要
と
し
て
い
る
人
に
対
す
る
き

め
細
や
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

子
育
て
支
援
の
充
実

●
民
間
保
育
所
に
お
い
て
、
子
育

て
支
援
交
付
金
事
業
や
地
域
子
育

て
支
援
拠
点
事
業
等
を
実
施
し
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る

保
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
策
と
し
て
、
す
こ
や
か
保
育
応

援
事
業
に
基
づ
き
、
保
育
料
の
一

部
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

●
日
中
、
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

を
支
援
す
る
た
め
、
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

●
児
童
虐
待
防
止
対
策
緊
急
強
化

事
業
を
実
施
し
、
児
童
虐
待
防
止

に
努
め
ま
す
。

 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

●
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
基

盤
の
充
実
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

 

障
害
者
福
祉
の
充
実

●
障
害
者
施
策
の
再
構
築
や
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
を
進
め
る
と

と
も
に
、
障
害
者
相
談
支
援
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

 

保
健
・
医
療
の
充
実

●
子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸

が
ん
の
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

●
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

対
象
者
に
生
活
習
慣
改
善
の
保
健

指
導
を
行
い
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
と
予
備
群

を
計
画
的
に
減
ら
し
ま
す
。

 

社
会
保
障
制
度
の
充
実

●
県
が
実
施
し
て
い
る
医
療
福
祉

事
業
の
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
る

と
と
も
に
、
町
単
独
事
業
で
あ
る

特
例
小
児
・
児
童
医
療
福
祉
費
支

給
制
度
に
よ
り
、
継
続
し
て
子
育

て
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

 

農
林
業
の
振
興

●
青
年
就
農
給
付
金
を
活
用
し
た

新
規
就
農
者
の
確
保
と
、
耕
作
放

棄
地
の
再
生
利
用
な
ど
農
地
集
積

に
よ
る
大
型
農
業
の
導
入
を
図
る

と
と
も
に
、
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
各
種
共
励
会
で
高
い
評
価
を
得

て
い
る
城
里
町
の
お
米
を
は
じ
め

と
す
る
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
、
内
外
に
積
極
的
に
情
報
発

信
し
、地
域
の
活
力
を
高
め
ま
す
。

○町社会福祉協議会補助
○ボランティア活動推進事業補助
○地域ケアシステム推進事業
○保健福祉センター事業
○城里町次世代育成支援金（出生祝金・子育て支援金）
○地域子育て支援拠点事業
○児童手当事業
○放課後児童健全育成事業
○すこやか保育応援事業
○《新》安心子ども支援事業費（児童虐待緊急防止対策事業）
○保育園運営費委託事業
○子育て支援体制緊急整備事業
○民間保育所運営費支援事業
○特別保育支援事業
○公立保育所運営事業
○老人福祉センター管理運営事業
○高年者クラブ活動助成事業
○敬老事業
○老人保護措置事業
○愛の定期便事業
○緊急通報システム整備事業
○配食サービス事業
○老人保健事業
○介護予防事業
○介護包括的事業
○障害福祉サービス事業
○地域生活支援事業
○補装具費給付事業
○難病患者見舞金支給事業
○保健衛生総務事業（健康管理システムほか）
○予防接種事業
○母子保健事業
○保健事業費特定健康診査等事業
○保健事業費疾病予防事業
○医療福祉（マル福）事業
○特例小児・児童医療費助成（マル特）事業
○後期高齢者医療広域連合負担金事業
○国民健康保険保険給付事業
○国民健康保険後期高齢者支援金事業
○国民健康保険介護納付金事業
○国民健康保険共同事業拠出金事業
○後期高齢者医療広域連合納付金事業
○介護サービス給付事業
○介護認定事業

○農地流動化奨励金
○農地制度実施円滑化事業
○グリーンツーリズム事業委託
○放射能汚染等検査委託
○新規就農者等支援事業補助
○中山間地域等直接支払事業補助
○農地・水・環境保全向上対策事業補助
○青年就農給付金
○農地集積協力金
○農業体質強化基盤整備事業
○農業用施設整備事業
○県単かんがい排水補助
○農林病虫害防除実施協議会補助
○森林機能緊急回復県単間伐事業
○身近なみどり整備推進事業
○有害鳥獣捕獲隊補助

4

と
も
に
支
え
あ
い
す
べ
て

の
人
が
　
元
気
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

2

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か

し
た
　
魅
力
と
活
力
に
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

3

ふれあいサロンでの「シルバーリハビリ体操」



6,310千円
1,965千円

33,000千円
1,107千円
6,000千円
2,500千円

756千円
7,000千円
1,822千円

845千円
3,000千円
9,000千円

52,488千円
44,132千円
12,183千円
7,369千円
1,770千円

851千円

552千円
8,960千円

11,741千円
3,301千円
3,993千円

47,581千円

11,697千円
31,000千円
7,232千円

10,104千円
2,160千円
1,096千円
7,000千円

800千円
460千円

2,620千円
700千円

10,500千円
3,734千円
5,700千円
1,269千円
8,105千円
6,500千円
1,489千円
2,700千円
3,465千円

7,595千円
8,964千円

28,135千円
3,432千円
2,100千円

22,200千円
2,524千円
2,766千円

25,933千円
6,365千円

12,431千円
10,651千円
12,680千円

城里ブランドマスコットキャラ
クター「ホロル」

 
商
工
業
の
振
興

●
震
災
風
評
被
害
に
よ
る
買
い
控

え
や
低
迷
す
る
消
費
需
要
を
喚
起

す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
発
行
事
業
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

 

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

●
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
「
ふ

れ
あ
い
の
里
」
の
老
朽
化
し
た
宿

泊
施
設
キ
ャ
ビ
ン
の
改
修
や
更
新

を
年
次
的
に
行
う
と
と
も
に
、
管

理
棟
を
改
修
し
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確

保
を
図
り
ま
す
。

●
健
康
増
進
施
設「
ホ
ロ
ル
の
湯
」

の
指
定
管
理
者
に
よ
る
適
正
な
管

理
運
営
に
努
め
、
町
内
居
住
者
に

対
す
る
半
額
利
用
券
の
特
典
や
送

迎
バ
ス
の
運
行
を
引
き
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、
電
飾
案
内
掲
示

板
を
設
置
し
、
積
極
的
に
町
外
の

誘
客
に
努
め
ま
す
。

●
城
里
ブ
ラ
ン
ド
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー「
ホ
ロ
ル
」の
着
ぐ
る

み
を
活
用
し
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
城
里
町
の
観
光
ピ

ー
ア
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

 

幼
児
教
育
・
学
校
教
育
の
充
実

●
昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
幼
稚
園

の
延
長
保
育
を
引
き
続
き
行
い
、

保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し

ま
す
。

●
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

年
次
計
画
に
よ
る
屋
内
運
動
場
の

耐
震
補
強
工
事
を
行
い
災
害
に
備

え
る
と
と
も
に
、
遊
具
の
補
修
等

を
行
い
、
児
童
の
安
全
な
教
育
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

●
老
朽
化
に
よ
る
桂
中
学
校
屋
内

運
動
場
の
建
設
に
向
け
、
基
本
計

画
を
進
め
ま
す
。

 

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

●
各
種
講
座
の
充
実
や
、
自
主
活

動
団
体
の
育
成
に
努
め
、
地
域
住

民
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

 

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
町
民
と
行
政
に
よ
る
「
協
働
」

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
、
各
種
施
策
へ
の
住
民
参

画
を
促
進
し
、
自
治
組
織
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

 

行
財
政
運
営
の
合
理
化
・
効
率
化

●
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
防
災
の

拠
点
と
な
る
新
庁
舎
早
期
建
設
を

推
進
し
ま
す
。
現
在
分
散
化
し
て

い
る
課
等
の
一
極
集
中
を
図
り
、

さ
ら
な
る
町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
ま
す
。

●
財
源
の
安
定
的
な
確
保
や
歳
出

の
削
減
合
理
化
に
よ
り
効
率
的
で

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
納
税
者
の
税
負
担
の
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
、
滞
納
整
理

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

○身近なみどり整備推進事業
○有害鳥獣捕獲隊補助
○生産調整対策補助
○森林組合補助
○商工会議所及び商工団体への助成
○公庫利子補給
○ネットスーパー補助
○プレミアム付き商品券発行事業費補助
○消費者行政活性化事業
○常北物産センター単年度補助
○自治金融融資預託金
○町観光協会への助成
○観光施設の管理運営
○総合野外活動センター施設の整備
○健康増進施設ホロルの湯施設の整備
○健康増進施設ホロルの湯施設使用料（町民利用券等）
○《新》健康増進施設ホロルの湯看板設置事業
○《新》かわまちづくり整備設計委託

○社会科副読本作成
○非常勤講師事業
○ＡＬＴ講師事業
○適応指導事業
○学校生活支援員配置事業
○《新》小学校改修工事（常北小屋内運動場耐震
　補強工事、桂小・七会小遊具修繕）
○《新》桂中屋内運動場建設工事基本設計業務
　・敷地伐採工事
○スクールバス運行業務委託
○要保護・準要保護児童・生徒援助
○幼稚園就園奨励費補助
○幼児教育交付金
○延長保育事業（常北幼稚園）
○《新》桂給食センター食器食缶類洗浄機購入（更新）
○《新》桂給食センターエアーカーテン交換工事
○成人式典
○各社会教育団体補助
○生涯学習地区推進事業
○ふれあいの船事業
○公民館講座（各種講座・美術展・ステージ発表会）
○《新》桂公民館耐震診断委託
○地区公民館運営費補助
○コミュニティセンター城里自主事業
○図書の購入（桂図書館・七会公民館）
○町民運動会
○町体育協会補助金
○《新》花山体育館倉庫増築工事

○広報広聴事業
○自治振興交付金交付事業
○《新》第2庁舎備品等移転業務委託・解体工事
○公会計システム事業
○財務諸表検証分析委託
○《新》減債基金積立金（H21大好きいばらき県民債償還）
○公用バス運行業務委託
○電子入札システム事業
○火葬場斎場委託（常陸大宮市、笠間市）
○火葬費補助

○《新》参議院議員選挙執行事務
○《新》茨城県知事選挙執行事務
○《新》町議会議員選挙執行事務

5

次
世
代
を
担
う
豊
か
な
心

の
育
成
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歴
史
・
伝
統
を

大
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ま
ち
づ
く
り
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住
民
と
行
政
が

と
も
に
手
を
と
り
あ
う

開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
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平成25年度城里町予算内訳表

6

諸収入
地方譲与税
繰越金
分担金及び負担金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
財産収入�
地方特例交付金
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金�  
国有提供施設等所在市町
村助成交付金
株式等譲渡所得割交付金 

2億9,303万5千円
1億4,735万6千円

8,000万円
7,869万9千円
6,050万5千円
2,498万1千円

747万8千円
703万6千円
472万4千円
459万5千円

300万円
50万1千円

45万9千円
33万1千円

3.3％
1.6％�
0.9％
0.9％
0.7％
0.3％
0.1％
0.1％
－
－
－
－

－
－

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

国庫支出金
5億4,658万7千円

●

県支出金
4億8,973万6千円

●

繰入金
3億7,170万5千円

●

地方消費税交付金
1億5,524万9千円

●

使用料及び手数料 
1億5,487万3千円

●

消防費 4億8,073万9千円 (13.2％増)5.4％●

4億4,099万7千円 (1.8％増)4.9％
農林水産業費●

一般会計

歳出
89億4,600万円

地方交付税
39億540万円

(2.6％減)43.7％

● 地方交付税
39億540万円

(2.6％減)43.7％

●
一般会計

歳入
89億4,600万円

89億4,600万円

73億8,726万9千円

24億5,375万7千円

2億4,501万1千円

2億1,629万5千円

16億9,031万3千円

406万7千円

11億3,506万3千円

2億7,867万2千円

13億6,409万1千円

163億3,326万9千円

0.6%増�

2.1%増

1.6%減

1.2%増

5.9%増

10.2%増

7.2%減

4.2%増

4.8%増

2.8%減

1.3%増

国民健康保険特別会計 （事業勘定）

国民健康保険特別会計 （施設勘定）

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計 (保険事業勘定)

介護保険特別会計 (介護サービス事業勘定)

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

水道事業会計

一般会計合計

特別会計合計

会　　　計　　　名

合　　　　　　　計

平成25年度予算額 対前年度増減率

町税
19億6,615万円

(3.3％増)22.0％

● 町税
19億6,615万円

(3.3％増)22.0％

●

町債
6億4,360万円

(10.4％減)7.2％

● 町債
6億4,360万円

(10.4％減)7.2％

●

(8.0％減)6.1％

(0.3％減)5.5％

(85.4％増)4.2％

(2.8％減)1.7％

(35.1％増)1.7％

民生費
22億2,296万2千円

●

(2.7％増)24.8％

民生費
22億2,296万2千円

●

(2.7％増)24.8％

公債費
14億1,092万8千円
●

(0.8％増)15.8％

公債費
14億1,092万8千円
●

(0.8％増)15.8％

総務費
13億5,194万6千円

●

(9.3％増)15.1％

総務費
13億5,194万6千円

●

(9.3％増)15.1％

土木費
10億2,107万4千円

●

(12.2％減)11.4％

土木費
10億2,107万4千円

●

(12.2％減)11.4％

衛生費
7億8,634万8千円
●

(6.9％増)8.8％

衛生費
7億8,634万8千円
●

(6.9％増)8.8％

教育費
9億1,643万3千円
●

(7.7％減)10.2％

教育費
9億1,643万3千円
●

(7.7％減)10.2％

※（　）内の数値は対前年度比

1億7,469万8千円
1億2,374万9千円

1,000万円
609万2千円

3万2千円
2千円

商工費
議会費
予備費
災害復旧費
労働費
諸支出金

●
●
●
●
●
●

2.0％
1.4％
0.1％
0.1％
－
－



広　告

　
６
月
に
開
催
す
る
平
成
25
年
度
第

１
回
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議

会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
る
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
変
更
（
農
用
地
域

の
除
外
・
編
入
）
に
つ
い
て
、
次
の

期
間
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
受
付
期
間
　
５
月
１
日（
水
）〜

　
20
日（
月
）※
土
日
祝
日
を
除
く

 

●
被
災
住
宅
復
興
支
援（
利
子
補
給
）

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た

一
般
住
宅
の
補
修
費
用
を
金
融
機
関

か
ら
借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
利

子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
　
〜
　
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
（
詳
細
は
都
市
建
設
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

　
本
人（
２
親
等
以
内
の
親
族
）所
有

　
の
住
宅
が
大
規
模
半
壊
、
半
壊
、

　
一
部
損
壊
の
い
ず
れ
か
の「
り
災
証

　
明
書
」を
受
け
て
い
る
方

　
東
日
本
大
震
災
時
、
　
の
住
宅
に

　
居
住
し
て
い
た
方

　
被
災
し
た
住
宅
を
補
修
し
て
使
用
、

　
ま
た
は
被
災
し
た
住
宅
を
解
体
せ

　
ず
に
町
内
に
新
し
い
住
宅
を
建
築

　（
購
入
）す
る
方

　
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
、
住

　
宅
復
興
資
金
を
銀
行
な
ど
の
金
融

　
機
関
で
借
り
入
れ
た
方

　
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

利
子
補
給
金
額
　
融
資
残
高
（
上
限

　
６
４
０
万
円
）
の
年
１
％

補
給
期
間
　
初
回
の
利
子
支
払
開
始

　
日
か
ら
最
長
５
年
間

申
請
受
付
期
間
　
平
成
26
年
３
月
31

　
日
ま
で

 

●
木
造
住
宅（
昭
和
56
年
以
前
建
築
）

　 

耐
震
対
策

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐

震
改
修
等
を
行
う
場
合
、
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
簡
易
耐
震
診
断
【
先
着
10
戸
】

　
…
助
成
率
16
分
の
15
（
限
度
額
３

　
万
円
）

※
建
築
士
に
よ
る
簡
易
診
断
を
行
う

　
場
合

▼
耐
震
改
修
計
画
【
先
着
３
戸
】

　
…
助
成
率
３
分
の
１
（
限
度
額
10

　
万
円
）

※
簡
易
耐
震
診
断
で
上
部
構
造
評
価

　
点
が
１ 

０
未
満
の
住
宅
が
、
よ
り

　
詳
細
な
診
断
を
行
い
、
評
価
点
が

　
１ 

０
以
上
と
な
る
耐
震
化
の
改
修

　
計
画
を
作
成
す
る
場
合

▼
耐
震
改
修
工
事
【
先
着
３
戸
】

　
…
助
成
率
３
分
の
１
（
限
度
額
30

　
万
円
）

※
耐
震
改
修
計
画
に
基
づ
き
、
上
部

　
構
造
評
価
点
が
０ 

３
以
上
上
昇
し
、

　
か
つ
評
価
点
が
１ 

０
以
上
と
な
る

　
改
修
工
事
を
行
う
場
合

要
　
件
　

　
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
に
、

　
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　
平
成
26
年
１
月
末
日
ま
で
に
事
業

　
が
完
了
す
る
こ
と

申
請
受
付
期
間
　
12
月
27
日（
金
）ま
で

 

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
の
助
成

　
城
里
町
在
住
の
方
が
、
個
人
住
宅

の
機
能
向
上
の
た
め
に
行
う
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
（
町
内
業
者
が
施
行
す
る

工
事
に
限
る
。
）
の
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
建
物
　
町
内
に
所
在
す

　
る
住
宅（
持
ち
家
）

※
店
舗
と
併
用
の
場
合
は
住
宅
部
分

　
の
み
が
対
象
。

対
象
と
な
る
工
事
　
次
の
　
、
　
両

　
方
に
該
当
す
る
こ
と
。

　
こ
れ
か
ら
着
工
を
予
定
し
て
お
り
、

　
平
成
26
年
１
月
末
日
ま
で
に
完
了

　
す
る
町
内
業
者
施
行
の
工
事

　
工
事
費
が
10
万
円
以
上（
消
費
税
別
）

　
の
工
事

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
復
旧
の
た

　
め
の
工
事
は
対
象
外
で
す
。

申
込
資
格
　
次
の
　
〜
　
す
べ
て
の

　
要
件
を
満
た
す
方
。

　
城
里
町
に
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る

　
助
成
の
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有

　
者
で
あ
る

　
申
請
日
か
ら
過
去
３
年
間
、
町
税

　
等
の
滞
納
が
な
い

　
対
象
と
な
る
工
事
に
つ
い
て
、
町

　
で
実
施
す
る
他
の
同
様
の
制
度
に

　
よ
る
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
い

　
な
い

助
成
金
額
　
工
事
費
の
10
％（
上
限
10

　
万
円
）※
千
円
未
満
切
り
捨
て

申
込
期
間
　
12
月
27
日（
金
）ま
で

お

知

ら

せ

農
業
振
興
地
域
の
除
外
・
編
入

申
請
に
つ
い
て

住
宅
の
補
修
、耐
震
対
策
、建
て
替

え
を
予
定
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

申
込
先
・
問
合
せ
　
産
業
振
興
課

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　（
内
線
３
８
３
）

申
込
先
・
問
合
せ
　
都
市
建
設
課

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

　
　 

　（
内
線
２
６
１
・
２
６
３
）
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県
と
町
で
は
、都
市
計
画
法
の
規
定

に
基
づ
き
、都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。
こ
の
案
に
意
見
の
あ
る
方

は
、
縦
覧
期
間
の
終
了
日
ま
で
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

案
　
件
　
十
万
原
新
住
宅
市
街
地
開

　
発
事
業
の
変
更（
廃
止
）【
県
決
定
】

関
係
図
書
の
縦
覧

〇
期
　
間
　
４
月
15
日（
月
）か
ら

　
30
日（
火
）ま
で

※
土
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

〇
場
　
所
　
茨
城
県
都
市
計
画
課
及

　
び
城
里
町
都
市
建
設
課

意
見
書
の
提
出
　

　
４
月
30
日（
火
）（
必
着
）ま
で
に
直

接
ま
た
は
郵
送
で
、
県
都
市
計
画
課

（
〒
３
１
０
‐
８
５
５
５ 

水
戸
市
笠
原

町
９
７
８
‐
６
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
八
重
桜
ま
つ
り（
那
珂
市
）

期
　
間
　
４
月
20
日（
土
）か
ら
５
月

　
６
日（
月
）ま
で
　
午
前
９
時
〜
午

　
後
６
時

※
４
月
27
日（
土
）〜
５
月
４
日（
月
）

　
は
午
後
９
時
ま
で
開
園

場
　
所
　
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
（
那

　
珂
市
静
１
７
２
０
‐
１
）

●
第
42
回「
笠
間
つ
つ
じ
ま
つ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
笠
間
市
）

期
　
間
　
４
月
20
日（
土
）か
ら
５
月

　
12
日（
日
）ま
で

※
花
の
開
花
状
況
に
よ
り
、
一
週
間

　
程
度
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
　
所
　
笠
間
つ
つ
じ
公
園
（
笠
間

　
市
笠
間
６
１
６
‐
７
）

入
園
料
　
大
人
５
０
０
円
（
高
校
生

　
以
上
）

※
中
学
生
以
下
及
び
障
害
者
手
帳
を

　
提
示
さ
れ
た
方
は
無
料
。

お
で
か
け
く
だ
さ
い
！

都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

問
合
せ
　
県
都
市
計
画
課

　
　
０
２
９
‐
３
０
１
‐
４
５
８
８

問
合
せ
　
笠
間
市
商
工
観
光
課

　
　
０
２
９
６
‐
７
７
‐
１
１
０
１

　
　
　
　
　
　
　（
内
線
５
１
７
）

お

知

ら

せ

問
合
せ
　
那
珂
市
商
工
観
光
課

　
　
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　（
内
線
２
４
５
）

【広告料金（１か月あたり）】
半枠（縦45mm×横85mm） 10,000円
全枠（縦45mm×横173mm）20,000円
発行部数：7,400部
※申込方法等詳細については町ホーム
　ページをご覧になるか、総務課へお
　問い合わせください。
問合せ　総務課　
　　029‐288‐3111（内線211）

■対象者　城里町国民健康保険に加入している40歳以上69歳までの方（平成25年４月１日現在）
■助成額

※人間ドックは町の健診（特定健診）、婦人科がん検診（乳がん・子宮がん）との重複受診はできません。
　なお、重複して受診した場合は、人間ドックの料金が全額自己負担となります。
■指定医療機関（五十音順）
　●茨城県メディカルセンター（水戸市笠原町489‐4　　029‐243‐1111）
　●水戸済生会総合病院 総合健診センター（水戸市双葉台3‐3‐10　　029‐254‐9044）
　●水戸赤十字病院（水戸市三の丸3‐12‐48　　029‐221‐5177）
■定　　員　150人（定員となり次第締め切ります。）
■申請期限　６月28日（金）※受診する前に申請を済ませてください。受診後の申請は受け付けません。
■申請手順　　指定医療機関に予約をしてください。（補助対象期間：平成26年３月31日受診分まで）
　　　　　　　国保の保険証と印鑑を持参し、保険課で補助金の申請をしてください。
■受診方法　町から決定通知書を交付しますので、ドックを受ける指定医療機関の窓口に提出してくだ
　　　　　　さい。ドック終了後、検診料金から町補助金を差し引いた自己負担金を医療機関窓口でお
　　　　　　支払いください。※検診料金は医療機関ごとに異なります。
申込先・問合せ　保険課（常北保健福祉センター内）　　029‐288‐3111（内線372）

人間ドックのみ　　　　　　　　　　　
人間ドック＋子宮がん検診＋乳がん検診
人間ドック＋子宮がん検診　　　　　　
人間ドック＋乳がん検診　　　　　　　
脳ドック　　　　　　　　　　　　　　

27,850円
33,200円
30,000円
29,300円
40,750円

項　　　　目 助 成 額 《補助条件》　
 ・指定の医療機関で受診してください。
 ・ドック受診は年度内（４月から翌年の３月まで）に
 　１回となります。
 ・１世帯につき年度内２人まで助成を受けられます。
 ・前年度分までの国保税を完納していること。
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城里町国民健康保険に
加入している皆さんへ
城里町国民健康保険に
加入している皆さんへ



　町民を対象とした健康診断及びがん検診を次のとおり実施します。

※　午前9時30分～10時の時間帯は、18～39歳対象の生活習慣病予防健診、胃がん検診なしの特定健診、高齢
　者健診を受け付けますので、土・日に健診を希望される方は、是非この機会をご利用ください。【予約不要】

※年齢基準日：平成26年３月31日現在

※年齢基準日：平成26年３月31日現在

　城里町では、がん検診を多くの町民の皆さんに受診して
いただけるように、町で実施するがん検診（子宮頸がん、
乳がん、大腸がん）を無料で受けることができる「がん検
診無料クーポン券」を発行しています。

大腸がん：４月下旬頃／子宮頸がん、乳がん：７月頃

＊無料で受診できるのは、町で実施するがん検診のみです。
＊乳がん検診は、視触診とマンモグラフィのみが対象です。

（２）健診日程

（１）実施内容、料金等（加入している健康保険や年齢によって内容が異なります。）

※４月末日までにお申し込みください。

年齢

21歳

26歳

31歳

36歳

41歳

46歳

51歳

56歳

61歳

子宮頸がん

○

○

○

○

○

乳がん

○

○

○

○

○

大腸がん

○

○

○

○

○
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　18～39歳指定なし

指定なし

　40歳以上国　保

後期高

齢者医

療制度

　40歳以上

　40歳以上

　40歳以上

　40歳以上

　20歳以上の女性

　30～56歳の女性

　30～56歳の女性

　50歳以上の男性

　40歳、41歳以上の未

　受診者

　40歳以上の女性

 　　　  （２年に１回）

　75歳以上

 　（障害認定は

 　　　　　65歳以上）

社会保険
（家族）

無　料

無　料

1,000円 　

1,000円 　

1,000円 　

500円 　

500円 　

500円 　

500円 　

500円 　

500円 　

1,700円 　

内　　　容対 象 年 齢健康保険検　　診　　名 自己負担金

５月31日（金）、６月１日（土）、
２日（日）　　　　　　　　　

８月１日（木）、２日（金）　　

日　　 　程

８月９日（金）　　　　　　　

11月21日（木）　　　　　　 

特定健診、高齢者健診、

胃がん検診、大腸がん

検診、肺がん・結核検

診、前立腺がん検診、

肝炎ウイルス検査　　

常北保健福祉センター

場　　所 受　付　時　間 健　診　項　目

桂公民館

七会保健福祉センター

常北保健福祉センター 7：30～10：00

6：30～10：00

※混雑を避けるため、
　受付時間を指定させ

ていただきます。

 問診・身体計測・腹囲測定・血圧・
 検尿・血液検査・心電図・眼底検査

 問診・身体計測・血圧・検尿・血液
 検査

 心電図・眼底検査・血液検査（貧血）
 ※希望者のみ

 胸部レントゲン

 かくたん検査

 バリウム検査

 便潜血反応検査２日法

 血液検査（ＰＳＡ検査）

 子宮頸部の細胞診

 専門医による視触診検査

 乳房の超音波検査

 乳房のレントゲン検査マンモグラフィ

超音波検査

視　触　診

子宮頸がん検診

肝 炎 ウ イ ル ス 検 査

前 立 腺 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診

胃 が ん 検 診

肺 が ん ・ 結 核 検 診

高 齢 者 健 診

特 定 健 診

生 活 習 慣 病 予 防 健 診

 血液検査（Ｂ型・Ｃ型ウイルス検査）

健診内容と自己負担金は加入している医療保険によっ
て異なります。　　　　　　　　　　　　　　　　　
※医療保険者から発行された「特定健診受診券」と「健
康保険証」を必ず持参してください。　 　　　　　　

500円 　

500円 　

　40歳以上（該当者）

乳
が
ん
検
診

婦
人
科
が
ん
検
診

健
　
康
　
診
　
査

が
　
ん
　
検
　
診



６月６日（木）、７日（金）、12日（水）、
13日（木）、７月４日（木）、５日（金）、
６日（土）　　　　　　 　　　　　

日　　　　程

８月８日（木）　　　　　　　　　

８月20日（火）～23日（金）　　　　

 ・特定健診
 ・生活習慣病予防健診
 ・高齢者健診
 ・大腸がん検診
 ・肺がん・結核検診
 ・前立腺がん検診
 ・肝炎ウイルス検査

場　　所 受  付  時  間 健　診　項　目

七会保健福祉センター

桂　公　民　館

★夜間健診　８月27日（火）　　　 常北保健福祉センター

常北保健福祉センター

17：00～20：00

【午前の部】

9：30～11：00

【午後の部】

13：30～15：00

申込み・問合せ　健康福祉課（常北保健福祉センター内）　〒311‐4391城里町石塚1428‐1
　　　　　　　　　029‐288‐3111（内線370、371）　 　029‐240‐6550（直通）

12：30～13：00

日　　　　程

９月４日（水）～７日（土）　　　　

10月22日（火）、23日（水）、24日（木）、
31日（木）　　　　　　　　　　　 

10月17日（木）、18日（金）　　　　 

10月16日（水）　　　　　　　　　
 ＊30～39歳の女性
　 視触診＋超音波検査
 ＊40～56歳の女性
 　視触診＋マンモグラフ
 　ィまたは超音波

場　　所 受  付  時  間 健　診　項　目

七会保健福祉センター

桂　公　民　館

常北保健福祉センター

常北保健福祉センター
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（３）申込方法

※予約なしでも受診できます。

　〇平成24年度に検診を受診された方…申し込み手続きは不要です。

　　全員に健診受付票（婦人科がん検診は７月以降に問診票）を送付します。

　〇平成24年度に検診を受診していない方…電話、またはメールでお申込みください。

　　　メールでのお申込みは、右のＱＲコードを読み取るか、メールアドレス（kenkou@

　　town.shirosato.lg.jp）を直接入力し、件名 がん検診申込　本文  　住所  　氏名

　　　電話番号 　生年月日 　希望する検診名を入力し送信してください。

※胃がん検診を希望される方（平成24年度に胃がん検診を受けた方を除く）は、４月末日

　までにお申込みください。

※胃がん検診なしの健康診査（生活習慣病予防健診、特定健診、高齢者健診）に限り当日受付も可能です。

　４月１日時点で城里町国民健康保険に加入されている方には、５月以降に「健診受付票」を送付します。（年

度の途中で社会保険等に加入した場合には、国民健康保険の資格喪失日（社会保険に加入した日の翌日）以降

の受診はできませんのでご注意ください。）

（４）受診時に持参するもの

　・生活習慣病予防健診、がん検診　…　健診受付票（健康福祉課から送付）

　・特定健診（国保）、高齢者健診　　…　健診受付票（健康福祉課から送付）、健康保険証

　・特定健診（社会保険の被扶養者）　…　医療保険者から発行された「特定健診受診券」、健康保険証

※大腸がん検診を希望する方には、健診時に容器を配布します。検体は指定された日時に提出してください。

　ただし、総合健診（胃がん検診あり）を受ける方には事前に容器を送付し、健診当日に回収します。

（５）その他

　・健診受付票や問診票が届かない場合、または紛失された方は健康福祉課へご連絡ください。

　・指定された日時の変更を希望される方は、健康福祉課へ必ずご連絡ください。

　・特定健診の結果をもとにメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）のリスクがあると判定された方に

　　対して特定保健指導を実施します。該当者には、生活習慣の改善に自主的に取り組んでいけるように保

　　健師、管理栄養士が支援していきます。
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　昭和25年に水戸農業高等学校石塚分校
として開校し、63年の歴史を刻んだ常北
高等学校が、４月から水戸桜ノ牧高等学
校常北校として、新たなスタートを切り
ました。
　常北高等学校として最後となる第50回
卒業式が３月１日に挙行され、61名の卒
業生が思い出深い母校を後にしました。

担任の先導で入場する卒業生

常北高校最後の卒業生となった61名（２月28日撮影）

在校生による「旅立ちの日に」
の合唱で送られる卒業生　　

校長から一人ひとりに卒業証書が授与されました

ご臨席いただいた来賓の皆様

最後の校長として式辞を述べる堂英夫校長

このページは、旧常北高等学校の生徒や職員の皆さんにご協力いただき作成しました。

Ｓ25.  4.11 　茨城県立水戸農業高等学校

　　　　　 　石塚分校として開校

Ｓ38.  4.  1 　茨城県立常北高等学校となる

Ｈ24.10.20 　創立50周年記念式典

Ｈ25.  3.  1 　第50回卒業式

　　　　　 　　  卒業生総数　7,607人

Ｈ25.  4.  1 　茨城県立水戸桜ノ牧高等学校

　　　　　 　常北校となる

　今私たちは、支えられる側か
ら支える側へと一歩を踏み出す
決意をいたします。常北高校の
卒業生として、苦難を乗り越え、
家族や故郷をいつくしみ、社会
に貢献する立派な人間に成長す
ることを誓います。

　先輩方から教えていただいた

一生懸命努力すること、仲間を

信じることの大切さを忘れず、

常北高校の素晴らしい伝統をし

っかりと受け継ぎ、より良い常

北校にしていくことを誓います。

卒業生代表答辞
　　　小林卓矢君(桂中出身)

在校生代表
　　　須藤涼太君(常北中出身)



問合せ　健康福祉課（常北保健福祉センター内）　029‐240‐6550

いらだちの矛先

年　齢　層

生活リズム

悪化する場所

食　　事

睡　　眠

気　　分

従　来　型 現　代　型

中高年が中心 青年層が中心

午前中に調子が悪い 昼夜逆転傾向

自分を責める 他人のせいにする

関係ない

食欲不振

なかなか眠れない

会　　社

平日・休日関係なく
継続して沈む　　　

浮き沈みが激しい。休日
になると元気になる。　

食欲不振から普通ま
でさまざま　　　　

不眠から過眠までさ
まざま　　　　　　
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　４月は新学期や新入学、新しい職場でのスタートなど、喜びや期待が大きい半面、新しい環境と人間関係
で心身にさまざまな負担がかかります。
　今回は、若い勤労者に多い「現代型のうつ」と若い女性に多くみられる「パニック障害」についてご紹介しま
す。以下の内容にあてはまることがある場合には早めに専門機関に相談し、心療内科や精神科などを受診す
ることをお勧めします。

　４月は新学期や新入学、新しい職場でのスタートなど、喜びや期待が大きい半面、新しい環境と人間関係
で心身にさまざまな負担がかかります。
　今回は、若い勤労者に多い「現代型のうつ」と若い女性に多くみられる「パニック障害」についてご紹介しま
す。以下の内容にあてはまることがある場合には早めに専門機関に相談し、心療内科や精神科などを受診す
ることをお勧めします。

　こころの病気の予防から職場復帰支援まで、職場のメンタルヘルス対策の総合窓口として全国に設置さ
れています。

　　029‐300‐6030　　　http://www.ibaraki-sanpo.jp/
●メンタルヘルス対策支援センター（水戸市南町3‐4‐10　茨城産業保健推進センター内）

症状：会社に行くと“うつ”になり、仕事以外では
　“元気”になるのが特徴のひとつです。
　なお、従来の“うつ”との違いは右の表のとおり
　です。「現代型のうつ」は薬が効きにくく、社
　会的な未熟さが原因になっている場合がありま
　す。精神的サポートや仕事の仕方など具体的な
　アドバイスがないと休職を繰り返し、退職に至
　ることがあります。
対処法：勤務時間の短縮などで対応しながら安定
　した日常生活のリズムを維持するのもひとつの
　方法です。

　３月６日（水）に常北保健福祉センターで「笑顔から始めるこころの健
康づくり講演会」を開催しました。
　講演会には79名が参加し、講師の小野彰子先生と晏在雅子先生の指導
のもと「笑み筋体操」を行い、「笑いは副作用のない良薬」であることを学
びました。笑顔あふれる楽しい講演会となり、参加者からは「気持ちが
明るくなりました」「これを機会に楽しく笑える生活をしたい」などの感
想が寄せられました。

　３月６日（水）に常北保健福祉センターで「笑顔から始めるこころの健
康づくり講演会」を開催しました。
　講演会には79名が参加し、講師の小野彰子先生と晏在雅子先生の指導
のもと「笑み筋体操」を行い、「笑いは副作用のない良薬」であることを学
びました。笑顔あふれる楽しい講演会となり、参加者からは「気持ちが
明るくなりました」「これを機会に楽しく笑える生活をしたい」などの感
想が寄せられました。

症状：突然強い呼吸困難に襲われるため、本人は死んでしまうのではないかと恐れますが、検査で異常
　は見つかりません。また、本人は同じ発作が起こるのではないかという不安から外出ができなくなっ
　ていきます。長引くと“うつ”を併発することが多くあります。
対処法：早期発見による薬物治療が効果的です。

症状：突然強い呼吸困難に襲われるため、本人は死んでしまうのではないかと恐れますが、検査で異常
　は見つかりません。また、本人は同じ発作が起こるのではないかという不安から外出ができなくなっ
　ていきます。長引くと“うつ”を併発することが多くあります。
対処法：早期発見による薬物治療が効果的です。

○観　察…ミスが目立つ、仕事の処理能力が落ちた、怒りっぽくなった、口数が減ったなどの変化
　　　　　に注意しましょう。
○声かけ…朝の挨拶から始め、日ごろから良いコミュニケーションで信頼関係を築いておくことが
　　　　　大切です。
○傾　聴…相手のありのままを心で受容しながら耳を傾けましょう。「それはつらかったね。」など
　　　　　共感的反応をすると相手の警戒心もほぐれます。
○連　携…部下の話を聴いてメンタル面での心配があれば職場の保健師や産業医などに相談してく
　　　　　ださい。また、家族との連絡を密にすることも大切です。職場に相談できる体制が整備
　　　　　されていないときには、メンタルヘルス対策支援センターなどにご相談ください。

あんざい
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　平成25年度、各公民館では次のような魅力ある楽しい定期講座を開講します。ご家族やお友達を

誘って、受講してみませんか？ 

　詳しい内容は、４月中旬配布予定の「受講生募集（受講申込書）」の冊子をご覧ください。

平成25年度　公民館講座のご案内

◆足ツボヘルスケア教室………第１（火）
◆リボン・アートフラワー教室
　……………………………第１・３（水）
◆とんぼ玉教室…………………第２（水）
◆手具健康体操教室………第２・４（木）
◆寿大学…………………………第４（金）
◆フラワークッキング教室……第３（金）
◆キルト教室………………第１・３（土）
◆男の料理教室…………………第４（日）

【年８回】

【年15回】
【年９回】
【年15回】
【年８回】
【年９回】
【年15回】
【年８回】

◆アロマクラフト＆ハーブクラフト教室 
　………………………………第４（火）
◆いきいき塾…………該当月の木曜日
◆オカリーナ教室………第１・３（金）
◆大正琴教室……………第２・４（土）
◆旬を味わう家庭料理教室
　………………………………第２（土）
◆ヘルシーエクササイズ教室
　…………………………第２・４（日）

◆カラオケ教室（下古内）
　……………………第１（月）
◆手編み教室（上古内）
　………………第２・４（金）
◆歌謡教室（春園）…第２（土）

【年８回】
【年６回】
【年20回】
【年20回】

【年10回】

【年20回】

◆パッチワーク教室…第３（日）
◆ヨーガ教室…………第１（日）
◆太極拳教室…………第２（土）
◆絵画教室……………第３（日）
◆編物教室……………第１（日）
◆ビーズアクセサリー教室
　………………………第４（日）
◆掛軸教室……………第３（日）
◆押花教室……………第４（日）
◆パソコン教室（講師２名）
　…………………第２・４（日）

【年10回】
【年10回】
【年10回】
【年10回】
【年10回】

【年10回】
【年６回】
【年10回】

【年４回】

【年10回】

【年10回】
【年10回】

◆健康歌謡教室……第１・３（金）
◆つるし雛作り教室……第１（日）
◆絵手紙教室………第２・４（日）
◆四川家庭料理教室……第４（日）

【年18回】
【年10回】
【年18回】
【年10回】

※お問い合わせは、常北公民館へ

　３月３日（日）、コミュニティセンター城里ホールにおいてステージ発表会が行われました。
　発表会には、公民館講座や公民館で活動している自主クラブを中心に９組122名が参加し、日頃の
練習の成果を披露しました。

　１日講座も多数企画していますので、
お気軽にご参加ください。
※内容等については、各公民館にお問い合わせ
　ください。



ビニール袋を使うと、
手を汚さず、簡単に
生地ができあがりま
す。

いただきま～す
おいしくできたかな

看板を降納する正副管理者及び広域議会正副議長
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桂小学校

大きくなって帰ってきてね！！

　桂小学校の全校児童が、学校の近くを流れる川

にサケの稚魚およそ2,000匹を放流しました。

　桂小学校では、那珂川漁業協同組合から提供を

受けたサケの受精卵を学校でふ化させ、３センチ

メートルくらいになるまで育てました。その稚魚

を児童一人ひとりが牛乳パックに入れて「元気に帰

ってきてね。」

「大きな魚に食

べられないよ

うにね。」と

声をかけなが

ら川に放流し

ました。

2
28

沢山小学校

子どもの森づくり推進事業

　沢山小学校では、子どもたちがより自然に親し

める環境をつくるため、森林湖沼環境税を使った

｢子どもの森づくり推進事業｣が行われました。

　この事業では、間伐材を使って花壇を整備した

り、休み時間に児童が集う「ギンモクセイ」の木

陰に木製のベンチを設置して児童が木に触れる機

会を増やすとともに、緑の少年団に加入する児童

の手によって校庭の樹木に樹木名を記したネーム

プレートが取り付けられました。

　完成を記念して行われた式典では、緑の少年団

に加入する児童約40名と茨城県緑化推進機構など

関係者が出席し、

事業の概要を記

した立看板の除

幕式や記念植樹

などが行われま

した。

3
11

コミュニティセンター城里

城北地方広域事務組合解散式

　城里町と常陸大宮市（御前山地域）で組織し、運営してきた「城北地方広域事務組合」が、平成25年３月末で

解散することに伴い、解散式が行われました。

　式典には、組合を管理する両市町の関係者と城北地方広域事務組合の

議会議員が出席し、昭和37年５月に「城北共同放牧一部事務組合」とし

て組合が結成されてから、現在に至るまでの経過が報告されました。

　なお、これまで城北地方広域事務組合が行っていた「ごみ処理事業」

や「し尿処理事業」につきましては、平成25年４月から町単独で行うこ

とになりました。

3
6

　統計調査員として長年従事され、平成24年11月

に逝去された故鶴田力さん（塩子）の遺族追賞が伝

達されました。

　鶴田さんは、昭和40年２月から48年間統計調査

員を務められ、農林業センサス（計10回）をはじめ

　　　　　　　　　　　　　　とする数多くの統

　　　　　　　　　　　　　　計調査に従事され

　　　　　　　　　　　　　　てきました。

　　　　　　　　　　　　　　　その多年にわた

　　　　　　　　　　　　　　る功績がたたえら

　　　　　　　　　　　　　　れ、遺族の鶴田す

　　　　　　　　　　　　　　がさんに遺族追賞

　　　　　　　　　　　　　　が贈られました。

故鶴田力さん（統計調査員）に遺族追賞3
5

　ななかい保育所では、食育の一環として年長児

12名が「ピザづくり」を体験しました。

　園児たちは、食生活改善推進委員に手ほどきを

受けながら、ピザの

生地をつくり、包丁

を使って刻んだ野菜

やウインナー、きの

こなどをたっぷり乗

せて具だくさんのピ

ザをつくりました。

ななかい保育所

おいしく食べて元気になろう！2
21



▲常北サッカースポーツ少年団（青チーム）

沢山小学校 常北幼稚園

15 

県新聞コンクールで優秀賞受賞3
12

　郷土の発展に尽くした先人たちについて調べ、

新聞等にまとめた作品を集めて行われた「輝く郷

土の先人」新聞等コンクール（茨城県・茨城県教育

委員会主催）において、鯉渕駿之介君（常北小４年）

の作品がみごと優秀賞に選ばれました。

　出品した作品は、江戸時代末期に起きた『桜田

門外の変』で活躍した城里町（旧上古内村）出身の

志士鯉渕要人について調べたことを新聞にまとめ

たもので、鯉渕君は近くの鹿島神社に初詣で訪れ

た際、神社にゆかりがあ

る鯉渕要人に興味をもち、

調べてみようと思ったそ

うです。

　なお、受賞作品は県立

図書館（４月６日～19日）、

県立歴史館（４月23日～

５月14日）、県庁２階（５

月17日～24日）で展示が

予定されています。

　町内の各学校（園）で卒業式が行われました。多くの子どもたち

がたくさんの思い出を胸に抱き、学び舎を巣立ちました。

　常北中学校では、105名が卒業の日を迎えました。

　式では、　岡秀夫校長から卒業生１人ひとりに卒業証書が手渡

され、「人を見る目を養うため日々勉強し、みんなに好かれる人に

なってほしい。」とはなむけの言葉が贈られました。

　また、卒業生の答辞では

後藤章吾君が中学校生活を

振り返り、「最高の仲間に

出会えたことは絶対に忘れ

ない。」と述べ、お世話に

なった人々に感謝の気持ち

が伝えられました。

　県内のサッカースポーツ少年団36チームが参
加し、第26回城北地方少年サッカー大会（常北サ
ッカースポーツ少年団・同育成会主催）が行われ

ました。高学年の部では町内から参加した常北

サッカースポーツ少年団（青チーム）が準優勝の

成績を収めました。

2
2 3

第26回城北地方少年サッカー大会
常北運動公園ほか
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落
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燭
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効率性

4�

4�

3�

3�

1

事業数

7�

1�

1�

1�

1

有効性

4�

3�

3�

3�

4

妥当性

4�

4�

4�

3�

1

　今回対象とした事業のうち半数以

上の７事業については、すべての項

目が最高値で、一定の成果を残して

おり、事業内容が高く評価されまし

た。
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の

ど

か

ろ
う

ろ
う
そ
く

は

ね

こ

じ

と

き

こ

　教育委員会では、平成23年度に実施した事業の事務の管理と執行の状況について、学識経験者で組織
する「城里町教育委員会外部評価委員会」による点検及び評価を行いました。教育委員会では、この点
検・評価をもとに、これまで以上に効果的な教育行政の推進に努めてまいります。
■評価対象事務事業　
　平成23年度に実施した事業のうち、平成22年度外部評価の指摘事項を参考に抜粋した11事業
　○幼児教育・学校教育の充実／７事業（ＡＬＴ設置事業、ＴＴ非常勤講師事業など）
　○生涯学習・生涯スポーツの推進／４事業（花いっぱい運動、ふれあいの船事業など）
■評価方法　妥当性・有効性・効率性の３つの項目を、それぞれ４段階で評価しました。
■評価内容　＊４は評価が高く１は評価が低い。

問合せ　教育委員会事務局（常北公民館内）　　029‐288‐7010

※東日本大震災の影響で中止とした事業につきましては、評価対象から除外しています。
※報告書の詳細については、城里町教育委員会ホームページ（http:.//www.town.shirosato.ibaraki.jp/ky
　ouiku/）をご覧になるか、教育委員会事務局で閲覧することができます。



日 月 火 水 木 金 土

　
大
き
な
文
字
で
読
み
や
す
く
つ
く

ら
れ
た『
大
活
字
本
』が
和
室
に
あ
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
今
回
、
新
た
に
小
説
な
ど
を
入
荷

し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
新
刊
コ
ー
ナ
ー
に
新
し
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が

入
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
稀
代
の
舞
踏
家
、
ピ
ナ
・
バ
ウ
シ
ュ

を
モ
チ
ー
フ
に
、
舞
台
を
見
る
者
と
見

ら
れ
る
者
の
抜
き
差
し
な
ら
な
い
関
係

を
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
描
い
た
表
題
作

を
は
じ
め
、
全
19
編
を
収
録
。

　「
さ
あ
、
行
こ
う
。
こ
れ
は
僕
ら
の
最

後
の
旅
だ
。」秘
密
を
抱
い
た
青
年
と
１

匹
の
相
棒
が
古
い
友
人
を
訪
ね
る
旅
に

出
る
。
現
代
最
強
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ

ー
に
よ
る
、
青
年
と
猫
の
ロ
ー
ド
ノ
ベ

ル
。

▼岳飛伝３／北方謙三／集

英社▼ジョン・マン３／山

本一力／講談社▼禁酒しな

いでγ-GTPを下げる本／栗

原毅／宝島社▼妻の病気の

９割は夫がつくる／石蔵文

信／マキノ出版▼手間なし

漬けおきレシピ／石原洋子

／家の光協会▼コモリと子

守り／歌野晶午／光文社

新着図書から

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00

大
活
字
本
を
　
　
　
　

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

相談内容 日　時 場　所 相 談 員内　容　等 問　合　せ

消費生活相談
内容／悪質商法や多重債務
　などの消費者トラブル
※事前に電話で申し込み

教育相談 常北公民館

毎週
月・水・金曜日
9:00～16:00

消費生活相
談員

城里町消費　
生活センター

（産業振興課内）

毎週月曜日
13:00～17:00

町の教育相
談員

内容／教育に関すること全般
　 029-288-2409
　 soudan@town.shirosato.
lg.jp

教育委員会事務局
　 029‐288‐3135

産業振興課
　 029‐288‐3111

（内線385）

心配ごと相談
コミュニティ
センター城里

町の相談員、
弁護士

内容／家庭内の心配ごと、
　交通事故、結婚、離婚、
　遺産相続、土地問題など

10日(水)
24日(水)

10:00～12:00

社会福祉協議会
　 029‐288‐7013

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
入
荷
し
ま
し
た■休館日

　おはなし会　11:00から

17 

旅
猫
リ
ポ
ー
ト

有川　浩
文藝春秋

私
と
踊
っ
て

恩田　陸
新潮社

232221
17 18 19 20

28 29 30
24 25 26 27

16 15 14 
11 12 13 10 987

654324/1

19 20
28 29 30

232221 24 25
26 27

17 18 16 15 14 12 13 
11 10 98765
4325/1

■日　程　７月～９月の土・日（15日間）　  　■会　場　土浦市亀城プラザ（土浦市中央2‐16‐4）
■受講料　無料（テキスト代受講者負担）　　  ■定　員　60名
■応募方法　指定の申込書（県消費生活センターホームページよりダウンロード可）に履歴書と受講希望理由
　（400字以内）を添えて、５月17日（金）【必着】までに下記の宛先へ提出（郵送または持参）してください。
申込先・問合せ　茨城県消費生活センター（〒310‐0802 水戸市柵町 1‐3‐1）　 029‐224‐4722

平成25年度消費生活相談員養成講座受講生募集平成25年度消費生活相談員養成講座受講生募集平成25年度消費生活相談員養成講座受講生募集

▼
イ
エ
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▼
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島
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▼
え
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ク
サ
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▼
ブ
レ
イ
ブ
ス

ト
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リ
ー
▼
毎
日
か
あ
さ
ん
▼
ア
ン

ト
キ
ノ
イ
ノ
チ
▼
イ
ン
シ
テ
ミ
ル
▼

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
▼
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・

リ
ト
ル



４月生まれの
１才は

人８

町 人口の
３月１日現在

の今月 納税等

人口

男

女

世帯

20,760人

10,070人

10,690人

7,202世帯

人　数

－34

－14

－20

－９

前月比

18 

　
田
　
稀
星
く
ん
（
粟
）

き

せ

い
ひ

ま

り

４月１日発行

納税には、簡単で便利な口座
振替をご利用ください

いたずら大好きあや君。
ママとパパと仲よく過ご
そうね

父
・
郁
弥
さ
ん
　
母
・
友
里
枝
さ
ん

４月10日生まれ

我が家のスター　愛称ち
ぇ～い！無事誕生に感謝
感謝　笑顔最高

父
・
敏
明
さ
ん
　
母
・
和
子
さ
ん

４月３日生まれ森
島
　
郁
斗

あ

や

と

く
ん
（
石
塚
）

名前に負けないくらいの
笑顔　れる子に育ってね

父
・
孝
行
さ
ん
　
母
・
真
智
子
さ
ん

４月７日生まれ 加
藤
木  

向
日
葵
ち
ゃ
ん
（
石
塚
）

日に日に女の子らしくな
るね。その笑顔にいつも
癒されているよ。

父
・
健
吾
さ
ん
　
母
・
聖
子
さ
ん

４月23日生まれ

お兄ちゃんが大好きな孔
汰くん。笑顔いっぱい元
気に育ってね。

父
・
厚
さ
ん
　
母
・
仁
美
さ
ん

４月14日生まれ

産まれて来てくれてあり
がとう。家族みんな翔ち
ゃんが大好きだよ

父
・
早
樹
さ
ん
　
母
・
彩
子
さ
ん

４月15日生まれ

　桂支所庁舎取り壊しのため、桂地区の公

図を役場本庁へ移動しました。

　これに伴い、桂地区の公図取扱窓口が以

下のとおり変更になります。

■公図の取扱窓口（平成25年４月から）

問合せ　税務課　　029‐288‐3111
　　　　（内線121、122）

住宅使用料 （ ４月 分 ）

上・下水道使用料 （ ４月 分 ）

介護保険料 （ １期分）

固定資産税 （ １期分）

三
村
　
孔
汰
く
ん
（
高
久
）

こ

う

た

鈴
木
　
翔
真
く
ん
（
石
塚
）

し
ょ
う
ま

栗
田
　
莉
緒
ち
ゃ
ん
（
下
青
山
）

り

お

　平成25年４月から町内の公営住宅（県営住宅を除く）

に関わる全ての業務を下記のとおり委託します。

委託する業務内容　

　　入退去業務　　修繕業務　　家賃等の納入指導業務

　　その他管理業務

受託業者　一般財団法人　茨城県住宅管理センター

　（水戸市大町３‐４‐36）　029‐297‐8360（業務課）

委託開始日　平成25年４月１日

※入居の受付業務は、都市建設課でも行います。

問合せ　都市建設課　　029‐288‐3111
　　　　（内線260・261）

対象地区

常北地区

桂 地 区

七会地区

申  請  場  所

税務課（変更なし）　

桂支所→税務課に変更

七会支所（変更なし）
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